
　

日常生活圏域
(第２層）

金沢市社会福祉協議会（４名） ブロック別地区社協・民児協会議

生活支援コーディネーター及び協議体の設置について

区　　分 生活支援コーディネーター 協議体

全市域
(第１層）

金沢市社会福祉協議会（１名） 介護予防・生活支援専門部会

行政

全市域（第１層）

日常生活圏域（第２層）

現在の地域での取り組みを活かし、住民主体の地域支え合いの仕組みを生活支援コーディネーターを中心に創設していく

地区社協

市社協

・集いの場、相談の場、交流の場など開設

・既存のつどいの場の活用・紹介

（地域サロン 認知症カフェ など）

協議体

介護予防・生活支援専門部会
（全市域での仕組みの検討）

フォーラムの開催（９月29日）
住民主体支え合いの意識醸成

小学校区（第３層）

○フォーラム開催

○地区住民への啓発・住民主体を進めるための実情の共有や話し合い（協議体の活用）

○既存の活動を把握し、情報提供

○ネットワーク構築するための情報交換・支援関係者との連携

○活動とニーズをマッチングし、必要な場合は、サービス創設

○情報発信（回覧板や新聞・活動を紹介する冊子などの作成・協議体での発表・報告）

協議体

ブロック別地区社協・民児協会議（７月25日から市内８ブロックで開催）
（広域での仕組みづくりの検討）

協議体
地域福祉座談会（地区社協・市社協） の活用

・介護保険事業関係者

・医療機関関係者

・社会福祉関係団体など

・ボランティアセンター

・シルバー人材センターなど

・個別支援の創設

（掃除 買い物 移動 電球換えなどの手伝い

見守り など）

２

地域の課題の把握

・集いの場

・買い物 移動 身守り など

１

・全市域での情報共有・協力主体およびサービス創設

・第２層生活支援コーディネーターのとりまとめ

生活支援コーディネーター

（市社協：１人）

生活支援コーディネーター

（市社協：４人）
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携

・市民協働コーディネーター

福祉なんでも相談 地域安心生活支え合い事業

１ 目的

地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取組を

推進するため、生活支援コーディネーターの配置と協議体の設置を行う。

２ 生活支援コーディネーター及び協議体の設置(平成30年４月配置）

生活支援コーディネーターの活動および協議体の設置 （イメージ図）

地域包括支援センター運営懇談会

（広域での仕組みづくりの検討）

金沢市地域包括

支援センター
連携

平成30年度 第１回

金沢市介護保険運営協議会

平成30年８月７日
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